
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年３月 

広島県立教育センター 
 

 

広島県立教育センター 

マスコットキャラクター 

「ラーン」 

  

このパンフレットは，知的障害特別支援学校において，プロジェクト型学習を通して，

児童生徒の資質・能力を高めて，将来につながる力を身に付けさせるための授業づくりの

一助となることを目的として作成しています。 

授業改善！知的障害特別支援学校 
～プロジェクト型学習の進め方～ 

求められる人材（広島県 教育に関する大綱より） 

生涯にわたって主体的に学び続け， 

多様な人々と協働して 

新たな価値を創造することのできる人材 



プロジェクト型学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロジェクトに関わる知識を学習 

成果物 
発行 

発表 

提示 

提案 

製作など 

 

 

 

 

ICT の活用，話し合い（課題解決）スキル，プレゼンの方法等 

プロジェクトに関わる手法を学習 

ただ調べたものを発表するだけでなく，計画段階から児童生徒が考えプロジェクトの進捗管理や評価を
しながら進め，実社会に生かせる成果物を発信していくのですね。 

中学部 
センタ 先生 

プロジェクト型学習の特徴 

・学習指導要領に基づいて，明確に学習目標が設定される 
・カリキュラム構成質問によって導かれる 
・21 世紀型スキルが育成・発揮される 
・様々な種類の評価を児童生徒，教師が共有する 
・多様な指導方略によって，児童生徒が意欲的に学習に取り組める 

プロジェクト型学習の授業構成 

・一定の期間で，関係する複数の課題や学習活動に取り組む 
・実社会とのつながりをもつ 
・児童生徒は，学習成果物を発行したり，発表したり，また提示したりすること
で，学んだ知識やスキルを表現する 
・情報機器の活用によって，児童生徒の学習効果を高める 

・児童生徒は，学習の主体 
・児童生徒は，クラスメイトや専門家，地域の人とともに課題に取り組む 
・児童生徒は，専門家としての立場を担う 
・教師は，学習活動の進行役（ファシリテーター） 

学習者と学習支援者の役割 

学びの体験 

【プロジェクト型学習の特徴リスト】 

 

児童生徒が自ら発見した課題に主体的に取り組み，身近な問題の解決や，プロジェクトを完成させるこ

とを目指す過程で，知識及び手法を学習しながら，チームで協働して取り組んでいき，実社会に生かせる

成果物の作成に取り組んでいきます。また，他の学習にも応用できる，汎用的能力の育成を目指します。 
 

課題発見・解決学習 

（課題を解決することが中心） 

プロジェクト型学習 
（現状の課題と未来のギャップを埋めなが

ら，プロジェクトを遂行していく探究） 

プロジェクト型学習は，課題解
決だけが目的ではなく，児童生
徒が解が一つでない発展性の
ある課題に取り組み，解決し，成
果物を作成していくという一連
のプロジェクトを体験する学習
方法です。 

チームで課題等の調査，検証 

－１－ 



知的障害のある児童生徒とプロジェクト型学習 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元開発にあたって 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロジェクト型学習は，知的障害のある児童生徒の学習上の特性

における効果的な指導と親和性が高いと考えます。このことから，知的

障害のある児童生徒に対して，知的障害のある児童生徒の学習上

の特性を踏まえたプロジェクト型学習を取り組めば，より主体的

な学びを促すことが期待できると考えます。 

 

プロジェクト型学習 

【知的障害のある児童生徒の学習上の特性】 

知的障害のある児童生徒の効果的な指導 

 

単元計画を作成するに当たっ
て，プロジェクト型学習の特
徴をルーブリックにした，「単
元計画ルーブリック」があり
ます。単元開発の指針となり
ますので，常に立ち返って確
認していきます。 

単
元
計
画 

単元計画ルーブリック 

学習者と学習支援者の役割 
 
 
 
プロジェクト型学習の授業構成 

 
 
 
学びの体験 
 
 
 

４ ３ ２ １ 
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※単元計画ルーブリック 
単元計画ルーブリックなどの 

全ての詳しい資料は， 

広島県立教育センターHP で 

閲覧できます。 

【参考資料】 
・単元計画ルーブリック 
・単元計画シートサンプル 
・21 世紀型スキル 
・発問の設計 
・評価ツール 
・振り返り など 

※【参考資料】 

 

【参考資料】 
01 単元計画 
ルーブリック 

頑張っているところやできたところを
細かく認めたり，称賛したりする 

 複数の学習活動の場 

 協働・役割 

 知識やスキルを表現 

 多様多重な評価 

 実社会に即した課題 

 汎用的能力の育成 

 情報機器の活用 

 学習の主体（児童生徒） 

タブレット端末等の 
情報機器等を有効に活用する 

実際的な生活場面の中で，具体的に 
思考や判断，表現できるようにする 

継続的・段階的な指導を行う 

実際の生活場面に即しながら， 
繰り返し学習する 

 

学習活動への 
主体的な参加や経験の拡大を促す 

 

学習によって得た知識や技能が断片的になりやすく，実際の生活の場面の中で生かすことが難しい。 

成功経験が少ないことなどにより，主体的に活動に取り組む意欲が十分に育っていないことが多い。 
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単元開発のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当する中学部の生徒をイメ
ージしながら考えてみます！ 

単元計画シートサンプルがあ
ると授業のイメージも付きや
すいです。参考にします。 

資質・能力の特定， 

学習テーマの設定 

発問の設計 学習活動の設計 

評価の検討 

１ 

２ 

３ 

４ 

児童生徒が自分事にできる課題を発達段階に応じて社会とのつながりを考えながら設定します。 

 

担当している児童生徒に必要な資質・能力を特定しましょう。 

【参考資料】 
03 21 世紀型 

 スキル 

資質・能力の特定，学習テーマの設定 

※▲▲▲特別支援学校中学部 

「育成したい資質・能力」 

・協働の意識をもつ力 

・情報を活用する力 

・意欲的に学ぶ力 

１ 

【参考資料】 
02 単元計画 
シート 
サンプル 

所属校の中学部の育成したい資質・能力と，21 世紀型スキルと合わせて，資質・能力を， 
「コラボレーション力，課題解決力，情報活用リテラシー」とします。 

実社会（生活）の課題，未来の課題と関連付ける学習テーマを設定しましょう。 

どのように学習テーマを設定したらよいのですか？ 

生徒は，余暇等で，地域の資源を多く活用しています。 
地域（住み続けられる街づくり）を学習テーマにすると，自分事として考えやすいです
ね。 

例）「10 年後，わたしたちはどのように○○に関わるべきか」 

 （発達段階に応じた社会とのつながり一例） 

小学部 ： 家庭・地域  

中学部 ： 地域，市町村 
高等部 ： 県         など 

 

例えば，「10年後，どのように○○と関わるべきか。」「今の私たちにできることは何か。」とい

う問いから関連付けると考えやすいでしょう。SDGs と関連付けた課題も考えられます。 

次の１~４のポイントを押さえて，単元開発をしましょう！ 
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例えば，プロジェクト進行中の課題解決力を評価するのであれば，課題解決ルーブリックがあり
ます。【参考資料】を確認してください。これを，児童生徒の個々の実態に合わせて作成します。 

結果だけでなく，実態やプロジェ
クトの経過（プロセス）を丁寧に
評価することが大事なんですね。 

プロジェクトの進行中に，ルーブ
リック評価を例として挙げられ
ていますが，どのように活用した
らよいのですか。 

【参考資料】 
04 発問の設計 

特に単元質問は，単元を通して児童生徒の経験や考えから導いていく，必要な質問です。 

単元を通した最初の発問なので，内容質問との関係を比べながら学習を設計する必要があります。 

【参考資料】 
06 評価ツール 

【参考資料】 
05 評価の構想 

教師と児童生徒が一緒に評価すること

で，次の学習の目標設定やプロジェク

トの改善を考えることができます。 

なるほど。プロジェクト実行中も，単元質問に立ち返ってプロジェクトを遂行していくのですね。 
発問を構成すると，指導者も今何を生徒に考えさせる時間かを確認することができますね。 

発問を設計しましょう。学習を設計していく上で，本質的質問，単元質問，内容質問からなる， 

カリキュラム構成質問があります。 

発問を設計した後，児童生徒が分かる表現等に置き換えていくことも大事です。 

評価を検討しましょう。「評価のタイミング」と「評価ツール（ルーブリックなど）」の検討が 

重要です。 

 

発問の設計 ２ 

評価の検討 ３ 

課題解決ルーブリックを確認すると，課題解決する姿がイメージできました。生徒用は，個々の生徒
の実態に応じて作成していきます。また，生徒の分かる言葉や，イラスト等を用いて評価できるよう
にします。 

評価ツール 

 

評価の目的 

 

評価のタイミング 

 

 

課題解決 ルーブリック 

 ４ ３ ２ １ 

教師用 

課題を解決するために必
要な情報を，いくつかの正
しい情報源から得ている。 

課題を解決するために
必要な情報源を，一つの
情報源から得ている。 

課題を解決するために
必要な情報とそうではな
い情報を区別している。 

課題を解決するために
必要な情報を特定でき
ていない。 

生徒用 

「私たちができること」を，
○○と○○（○○と…）か
ら探すことができる。 

「私たちができること」
を，○○から探すことが
できる。 

「私たちができること」と
「できないこと」を，分け
ることができる。 

「私たちができること」
と「できないこと」を，分
けることができない。 
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発問ってなんだか難しそう。大事なことは？ 

カリキュラム 

構成質問 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例）単元開発ルーブリック・学びの体験（テクノロジー） 

４ ３ ２ １ 

ICTツールが，学習者の学びの体験をより深め
たり，リアルにすることを支援したりするために
効果的に活用され， 
さらに， 
学習者が自らの学習履歴をふりかえり，成長を
確認することや，学習支援者が学習履歴の管
理や個別のフィードバックなど，学習者一人一
人の学びの充実と個別最適化のために使用さ
れている。 

ICTツールが，学習者の学びの体験をよ
り深めたり，リアルにすることを支援した
りするために効果的に活用され， 
さらに， 
学習履歴の管理や個別のフィードバック
など，学習者一人一人の学びの充実と
個別最適化のために使用されている。 

ICTツールが，
学習者の学び
の体験をより深
めたり，リアルに
することを支援
したりするため
に効果的に活
用されている。 

ICTツー
ルが，効
果的に活
用されて
いない。 

 

 

従来の授業を，より「学習者中心」にしていく学習活動の設計が重要です。 

学びを深め，広げていくことが大事です。プロジェクト型学習の特徴の「学びの体験」を参考

にしましょう。単元計画ルーブリックを確認しながらイメージをもち学習活動を設計します。 

ICTツールは，知的障害のある生徒の学習上の特性や実態に応じて活用したいです。 

学習者中心ではありますが，児童生徒に丸投げになっては本末転倒です。教師のすべきことは何ですか。 

【参考資料】 
07 進捗管理の 
 サポート 

【参考資料】 
08 スキルの 
 明確化 
振り返り 

動画等でイメージをもたせたり，物事を伝えたりする代替えとなるツールにもなります。 

学びの体験 

一定の期間で，関係する複数の課題や学習活動に取り組む 
実社会とのつながりをもつ 
児童生徒は，学習成果物を発行したり，発表したり，また提示したりすることで，学んだ知識や
スキルを表現する 
テクノロジーは，児童生徒の学習効果を高めるために利用される 

【参考資料】 
01 単元計画 
ルーブリック 

一体どのような学習活動が考えられるのですか。 

「振り返りの促進」 

※児童生徒が，自己評価や学習管理をしていけるような振り返り（例：発話思考） 

 

 

 

学習活動の設計 ４ 

教師は，児童生徒が学習者中心の学習活動を進めるためには， 

「進捗管理のサポート」「必要なスキルの明確化」「振り返りの促進」を行っていくことが重要

です。 

今まで，先生方が行ってきたことだと思います。今一度整理してみましょう。 

「進捗管理のサポート」 

※児童生徒が見通しをもって主体的に 

進められるしかけ 

 

 

 

役割，タスク， 
必要な準備の視覚化・共有化 

 

「必要なスキルの明確化」 

※資質・能力を具体的な要素に分析し，どこ

まで児童生徒に委ねるべきか何を準備すべ

きか明確にする 

 

 

 

例）情報活用スキル 
収集・評価・活用の要素に分けて分析 

児童生徒に自分が何を学んだのか，どのように学んだのか，なぜ，つまずいてしまったのか，
つまずいたことにどう気付いたのかなどを言葉等で発することで振り返らせる 

－５－ 



単元開発例（小学部・中学部・高等部）  

 

コラボレーション ルーブリック 

 ４ ３ ２ １ 

教師用 

自分に与えられた役割分担
の作業を実行する。 
グループのメンバーをリード
して，目標達成できるよう導
いている。 

自分に与えられた役割分担
の作業を実行する。 
グループのメンバーと協力し
て，目標達成のために努力
する。 

自分に与えられた役
割分担の作業を実
行する。 

自分に与えられた
役割分担の作業を
実行できない。 

児童用 

自分の役割を行うことがで
きる。 
友だちのお助けマンができ
る。 

友だちと一緒に自分の役割
を行うことができる。 

自分の役割を行うこ
とができる。 

自分の役割を行う
ことができない。 

例① 小学部 第６学年 

実態 

・知的障害単一障害学級，療育手帳所持（Ｂ〜Ⓑ） 

・これまでに，八本松園に招待してもらい，昔遊びなどで交流をしたことがある。 

・言語を通して，人とコミュニケーションをとることを楽しむことができる児童や，発語はあるが自

分の思いを言語表出することが難しい児童がいる。 

資質・能力 創造性，コラボレーション力，コミュニケーション力 

学習テーマ 他者のためにできること 

各教科等 生活単元学習 総時間 10 時間 

単元名 八本松園のおじいちゃん・おばあちゃんに楽しんでもらおう！ 

単元の概要 
例年取り組んでいる高齢者施設との交流活動をきっかけに，地域の高齢者（他者）のために自分たち

だからこそできることがあることに気付かせる。 

単元目標 

・地域の高齢者との交流を通して，簡単なやりとりなどを身に付けることができる。 

・地域の高齢者のためにできることを考え，他者の立場を考えながら改善方法を探ることができる。 

・友だちと協力しながら自分の役割を果たそうとする。 

 

カリキュラム

構成質問 

【本質的質問】他者のことを考えるとはどういうことだろう。 

【単元質問】お年寄りの方のために，自分たちは何ができるのだろうか。 

【内容質問】お年寄りの方が好きなことや苦手なことって何だろう。       など 
 

学習段階 学習活動 

導入 

○昨年度を振り返り，施設の方からのビデオレター（動画）を視聴する。 

児童： ｢今年もがんばるぞー！｣ 

指導者：「今回は，感染症対策で訪問できません。」 

児童： ｢えー！！｣「どうする？？」 

展開１ 

「お年寄りの方のために，自分たちは何ができるだろうか。」 

○意見を出し合う。 

「お年寄りの方が好きなことや苦手なことって何だろう。」 

○お年寄りの方にインタビュー（録画）をして要望等を聞く。（テレビ

会議） 

展開２ 

「お年寄りの方のために，自分たちは何ができるだろうか。」 

○インタビュー等の情報，今までの学習したことからできることを考え

る。例）A おみやげ B 歌 C オリジナル体操開発 

○プロジェクトチームを結成し，計画・準備をする。 

展開３ ○プロジェクトチーム実行（オンライン） 

まとめ 
○お年寄りの方や施設の方からのコメントや，プロジェクトを振り返

り，日常の中で自分が次にできることを考える。 

評価例 

育成されるスキル 

➡コラボレーション 

評価ツール 

➡ルーブリック 

学習上の特性に応じた

ICT の活用例 

動画：状況の判断，相

手意識がもちにくい場

合，動画により，イメ

ージをもたせる。 

録画：言語表出が困難

でも，イラストや写

真，文字を組み合わせ

て，相手に自分の考え

を伝える。 

－６－ 



 

課題解決 ルーブリック 

 ４ ３ ２ １ 

教師用 

課題を解決するために必
要な情報を，いくつかの正
しい情報源から得ている。 

課題を解決するために
必要な情報源を，一つの
情報源から得ている。 

課題を解決するために
必要な情報とそうではな
い情報を区別している。 

課題を解決するために
必要な情報を特定でき
ていない。 

生徒用 

「私たちができること」を，
○○と○○（○○と…）か
ら探すことができる。 

「私たちができること」
を，○○から探すことが
できる。 

「私たちができること」と
「できないこと」を，分け
ることができる。 

「私たちができること」
と「できないこと」を，分
けることができない。 

例② 中学部 第２学年 

実態 

・知的障害単一障害学級，療育手帳所持（Ａ～Ｂ）であり，ダウン症候群，自閉症スペクトラム障害

の診断がある生徒もいる。 

・発語はある。絵カードや写真などから，「○○が○○した。」と自分の経験したこと得意なことを発

表することができる生徒や，地域の行事に積極的に参加し，「○○が楽しかったです。」などの文で表

現することができる生徒がいる。 

・自力通学したり，地域で，一人で買い物をしたりすることができる生徒がいる。  

資質・能力 コラボレーション力，課題解決力，情報活用リテラシー，知識・技能 

学習テーマ 
関連ＳＤＧｓ：３ すべての人に健康と福祉を，11 住み続けられるまちづくりを， 

八本松の地域で私たちにできること（地域発見学習） 

各教科等 総合的な学習の時間 総時間 35 時間 

単元名 「八本松楽しい！」プロジェクト～もっと楽しい八本松にしよう～ 

単元の概要 
中学部での既習事項と，地域の課題を関連付けて，地域の一員として，よりよく過ごすために，中学

部段階でできることに気付かせる。 

単元目標 

・「『八本松』の地域で楽しく過ごすためには，どうしたらよいか。」という課題から，アンケート，

インタビューなどから課題を整理する活動を通して，地域の課題を理解する。 

・「『八本松』の地域で楽しく過ごすためには，今の私たちには何ができるか。」という課題を，今ま

での既習事項などから，今の自分たちにできることを自ら見付け出していくことができる。 

・「『八本松』の地域で楽しく過ごすためには，今の私たちには何ができるか。」という課題から，仲

間と協力し，実践し，よりよいものに改善していこうとする。 

 

カリキュラム

構成質問 

【本質的質問】10 年後，わたしたちはどのように，八本松の地域でかかわっていくのか。 

【単元質問】八本松の地域で「楽しく」暮らすために，今のわたしたちに何ができるだろうか。 

【内容質問】八本松の地域での「楽しい」ことって何があるか。       など 

 

学習段階 学習活動 

導入 
「『楽しい』ことって何があるか。」 

○今までの活動の写真などから「楽しい」を整理する。 

展開１ 

「『八本松』のでの『楽しい』ことって何があるか。」 

○アルバム，インターネット，資料等から整理する。 

○校内インタビュー（投票式）から整理する。 

展開２ 
「もっと楽しく過ごすには，どうしたらよいのか。」 

○再度，情報収集及び課題の整理・分析する。 

展開３ 

○調べたものを市役所（施設）の人に報告及び質問する。 

生徒：「八本松では，～が楽しいです。～があるといいです。」 

市役所（施設）の方：「でもね。■■が課題なんだ。」 

例）地域清掃が行き届かない，畑が減っている，施設はあるけど行事が

ない。 

生徒：「そうなんだ。」「このことなら，できるのでは。」 

展開４ 

「八本松の地域で『楽しく』暮らすために，今のわたしたちに何ができ

るか。」 

○今までの学習を振り返り（ノートや学習ファイル，写真など）できる

ことをまとめる。 

展開５ 
○市役所（施設）の人に報告・評価 

○これからも継続的に実践できるものを整理する。 

まとめ 
○できたこと，これからやることを学校に投げかける 

・実行（次年度へ続く…） 

学習上の特性に応じた 

ICTの活用例 

資料等からの整理： 

インターネットだけで

なく，今までの写真等

や成果物等をクラウド

上から PC，タブレッ

ト端末で検索し，情報

収集しやすくする。 

インタビューの整理：

グーグルフォームや，

表計算ソフトを利用し

て，データの整理・分

析しやすくする。 

評価例 

育成されるスキル 

➡課題解決力 

評価ツール 

➡ルーブリック 

－７－ 



 

説得力のある発表 ルーブリック 

 ４ ３ ２ １ 

教師用 
明瞭な言葉で，滞りなく，
人をひきつけるように発表
することができる。 

明瞭な言葉で，滞りな
く，発表することができ
る。 

滞りなく，発表することが
できる。 

何度も発表が滞る。 

生徒用 

はっきりした言葉で，話を
止めることなく，相手の様
子を時々見ながら発表す
ることができる。 

はっきりした言葉で，
話を止めることなく発
表することができる。 

話を止めることなく発表
することができる。 

何度も発表が止まる。 

 

 

 

例③ 高等部 第１学年 

実態 

・知的障害単一障害学級，療育手帳所持（Ｂ〜Ⓑ）であり，ダウン症候群，自閉症スペクトラム障害

の診断がある生徒もいる。 

・教師の発問に対して活発に意見を言おうとするが，質問の意図を理解していないことがある。ま

た，初めての経験に対して，萎縮することもある。ＩＣＴ等を活用しながら，生徒に分かり易く説明

して理解を促し，安心感をもたせるように配慮している。 

・すべての生徒が，放課後等デイサービスなどの福祉サービスを利用している。 

資質・能力 コミュニケーション力，情報活用リテラシー，ＩＣＴリテラシー，知識・技能など 

学習テーマ 関連ＳＤＧｓ：３ すべての人に健康と福祉を，11 住み続けられるまちづくりを 

各教科等 総合的な探究の時間 総時間 16 時間 

単元名 自分の未来を描こう～10 年後の自分の生活に必要な福祉サービスはどのようなものか～ 

単元の概要 

高等部段階においては，卒業後の自立や社会参加にむけて必要な知識・技能及び態度を，特に育てて

いく必要があり，将来の生活をよりよくしていくために，自分の生活に必要な福祉サービスはどの

ようなものか学習する。 

単元目標 

・卒業後の自立や社会参加にむけて，自己を理解し，自分の生活に必要な福祉サービスを理解する。 

・自分をとりまく社会の状況を知り，自分らしい生き方を探り，自分の考えを伝えることができる。 

・人とつながる大切さを学びながら，卒業後の生き方について考えようとする。 

 

カリキュラム

構成質問 

【本質的質問】10 年後，わたしたちは，どのように福祉サービスとかかわるべきか。 

【単元質問】必要な福祉サービスはどうすれば見極められるのだろうか。 

【内容質問】あなたは現在，どのような福祉サービスを利用していますか。         など 

 

学習段階 学習活動 

導入 

「あなたは現在，どのような福祉サービスを利用していますか。」 

○地域の福祉サービスを探る。 

・自分が利用している福祉サービス 

・地域の福祉サービス（種類，相談窓口など） 

・卒業生の進路と生活（進路研修会と関連） 

展開１ 

「自分に必要な福祉サービスを見極めるためにはどのような方法があ

るのだろうか。」 

○インタビュー（撮影）をして必要な情報を整理する。 

・事業所の職員や，働いている卒業生からの聴取 

・市役所など役場，ハローワークでの聴取 

展開２ 

○集めた情報を整理し，スライドにまとめる。 

・キャリアマップ（10 年後）の作成 

・スライドの作成 

展開３ ○10 年後に利用したい福祉サービスとその理由を発表する。 

まとめ 
○他の生徒の発表を踏まえ，将来の生活について考える。 

・キャリアマップ（10 年後）の加筆・修正 

学習上の特性に応じた 

ICTの活用例 

撮影：相手の話を聞き

漏らした場合でも，繰

り返し動画を見て，情

報を整理することがで

きる。 

スライドの作成：言語

表出が困難でも，イラ

ストや写真，文字を組

み合わせて，相手に自

分の考えを伝えること

ができる。 

評価例 

育成されるスキル 

➡コミュニケーション 

（説得力のある発表） 

評価ツール 

➡ルーブリック 

－８－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このパンフレットは，次に記す株式会社キャリアリンクが実施した研修の内容と資料に準拠し作成したもの

です。また，パンフレット内で紹介している単元開発例（小学部・中学部・高等部）は，研修の参加者の成果

物です。 

 

令和２年度 「ＩＣＴを活用したプロジェクト型学習の実践に向けて」 

実施事業者：株式会社キャリアリンク 

当該研修は，Intel®Teach Elements プロジェクト型アプロ―チをベースとして構成されています。 
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